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1. 出入国制限の緩和について （乗客）

グローバルな人の動きを再開させる体制づくり

入国時の検査処理能力と入国者数（1日当たり）

8月 9月

（実績）
1,300

1日あたりの検査処理能力

1日当たり入国者数

政府は9月までに空港での検査処理能力を
1万件/日まで拡大

政府は将来的に検査処理能力を
2万件/日までに更に拡大することを発表

10月以降

※報道および出入国管理統計表より定期航空協会にて作成

（実績）
1,400

① 検査体制の更なる強化（検査処理能力向上、検査待機スペース確保、コモンパス等）
② 14日待機要請・公共交通機関使用制限の緩和
③ ビジネストラック・レジデンストラック導入の促進
④ 感染が限定的な国・地域との観光再開（日本人/訪日外国人旅行者）



感染防止対策とあわせて、人の動きを活性化させるための官民一体となった仕組みづくり

➢ オリパラの成功、日本経済の回復、地域活性化への貢献のために、グローバルな人の動きの再開、
活性化が必要です。

➢ そのためには、国内におけるGo Toトラベルの延長とともに、国際についても適切な感染拡大防止策を
行ったうえで官民一体となった需要喚起策の展開が重要です。

✓ ビジネス・観光の往来再開を見据えた訪日外国人誘客促進施策
✓ 外国人が安心して日本に入国・滞在できる体制づくりへの支援
✓ 訪日プロモーションの実施（安心・安全な日本の魅力を海外に発信）
✓ MICE・地方への誘客施策 等

2. 往来再開後の需要喚起について（乗客）

航空業界の感染防止対策
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3. 各国における乗務員の入国PCR検査について

特定国における乗務員の入国PCR検査の義務付け

国 入国PCR検査の現状

ベトナム
・ 全乗務員に対し、指定ホテル宿泊とPCR検査

⇒乗務員を追加編成し、折り返し日帰り運航を行っている。

中国

・ 現地宿泊する全乗務員に対し、指定ホテル宿泊とPCR検査

⇒ 現在はすべて日帰り運航を行っているが、運航・天候イレギュラー等で現地宿泊に
なる場合もありうる。

タイ

・ 48時間以上の現地ステイの全乗務員に対し、指定ホテル室内隔離とPCR検査

⇒ 運航・天候イレギュラー等で現地滞在が48時間を超える見込みの場合は
全員がPCR検査の対象となる。

乗務員の入国時にPCR検査が義務付けられている国

➢ 国際線再開に向けては、現地入国時における乗務員のPCR検査免除等の対応が必要です。

※2020/11/10 現在
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【イメージ図】 ベトナム路線の運用

ダブル編成*

翌日

PCR検査

【通常】 1泊2日の折り返しパターン

【現在】 乗務員を追加編成し、折り返し日帰り運航

ベトナム

ベトナム

宿泊

シングル編成*

*運航乗務員を追加編成し、4名編成で運航

*通常、運航乗務員は機長・副操縦士の2名編成

*基本、客室乗務員は行きは便乗、帰りは乗務の変則パターンで乗務


